
 

 

 

 

 

 

 

令和５年度、第２章（第２学期）のスタート、考えるから成長・実りの学期へ 
  （様々な事へ目的意識と目標実現への決意と心・考動力の磨きから実現期待！） 
                              校  長    
いよいよ令和５年度２学期が始まります。１年間では一番長い学期、学びに、行事に、部活動

にさらなる成長・発展を期し充実・実りへの学期、集大成なる３学期につなげる、つながる学期
と捉えます。夏休みを終え、生徒個々や各集団・部等で取り組み、高め、様々な経験・体験から
この学期に期す思いから目標や行動を定めた生徒の皆さん、第２章も生徒主体・主役です。 
今年の夏休みは、３９日間記録的な猛暑、酷暑の連続の日々でした。私は１学期式辞で「健康

で安心・安全・挑戦（チャンス）で過ごしてほしい旨、お伝えしました。この間、本校に関わる
大きな事故等の報告もなく、様々な分野で本校生徒が活躍・頑張った場、機会がありました。地
域祭や人のため、公民館等でのボランティア活動等してくれた生徒、自由応募での作文を評価
いただく等もあり大変うれしく思っています。中でも運動部では、県大会で多くの部、個人が
出場、躍動、見事男女バドミントン部が団体準優勝、男子ダブルスで３位となり関東大会出場、
その関東大会でも女子団体準優勝、男子団体第３位、男子ダブルスで第３位となり目標の全国
大会出場を果たし、全国大会でも健闘してくれました。男子バレーボール部も県ベスト１６に
入りました。目標を掴むため技術は勿論、その土台の精神力、集中力を研ぎ澄まし勝抜くねば
り強さ、チームワーク、成長力の素晴らしさも感じました。共に練習し過ごした仲間と（県）大
会前は勿論、試合前の練習・調整にも互いに協力しあう、尽くす姿、保護者の皆様の精一杯応援
と支える姿が力となり印象的でした。そして、音楽部は第６６回埼玉県合唱コンクールにて見
事２年連続金賞・県教育長賞受賞、関東大会出場、埼玉代表に輝きました。私も会場で心に響き
心動かす感動の武里中音楽部サウンドを聴きました。さらなる高みに向かって頑張ってくださ
い。 
さて、今回は、野球ＷＢＣで日本代表で大活躍、今年大リーグ入りし首位打者（一番ヒット等

の確率が高い打者）争いしている「吉田正尚選手」を取り上げたいと思います。ある日スポーツ
番組で吉田選手の出身校の甲子園への取り組みが取り上げられ、先輩の吉田選手本人の当時の
様子、歩みや大切にしている考えのインタビューあり、出身の福井県敦賀気比高校の監督や周
りの方の証言等の内容でした。けっして体は大きくはない吉田選手の話。「くやしいと思うこと
が原動力。目標を定め、できるまで、掴むために自分で考えて練習をし解決（乗り越えていく）
する姿勢と行動・経験こそがつながっていく」と話されていました。また、野球部監督さんは
「何より礼儀・礼節を大事にできることが技術も人間力にもつながる、向上する」が信念、吉田
選手もまさに当時も今も体現している様子が映し出されました。１年生からレギュラーでも特
別扱いなどしない、されずやるべきことをやっていた、何より道具や施設、様々な人に礼・言葉
を尽くす、基礎練習を黙々と毎日一生懸命取り組んでいるとの事でした。皆さんはどう考えま
すか。私は、目標から夢に膨らみ、その達成へ自分で考える、挑戦を重ねてコツコツ解決や実現
しへ歩むことが自分や課題を乗り越える、まさに毎日新たな夢や課題へ自分で考動、挑戦続け
る努力、心や姿勢が土台、力だと確信、自分の歩み方・高め方、成長の力、形なのだと考えます。
好不調あっても一喜一憂せず心ぶれず崩れず、基本の反復、工夫・考動を毎日大事にしている
人と感じました。 
今学期、学習は勿論、運動部は新人体育大会、文化部は各コンクール・発表会等、行事も合唱

祭（コンクール含む）等挑戦・成長の場が予定されています。ぜひ、様々な場面・機会で仲間や
相手を大事に想い、くやしさや経験をもとに自分で、皆で考えて考動する考動力と心磨きから
よさやとりえを伸ばし、発揮し人間力を向上で夢や目標に向かう武里中、武里中生に期待しま
す。保護者、地域の皆様、本校教育の益々の推進・発展へご理解ご協力よろしくお願いいたしま
す。      

 

 

 

https://schit.net/kasukabe/jhtakesato/ 
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◇学校総合体育大会 県大会 

バドミントン部 男子団体 第２位→関東大会へ 

      女子団体 第２位→関東大会へ 

 個人戦男子シングルス ３回戦惜敗 ２回戦惜敗 

            ３回戦惜敗  ２回戦惜敗 

 個人戦男子ダブルス 第４位→関東大会へ 

  第６位 ３回戦惜敗 

  ２回戦惜敗 

個人戦女子シングルス ３回戦惜敗 ３回戦惜敗 

            ２回戦惜敗  ２回戦惜敗 

            ２回戦惜敗 

 個人戦女子ダブルス 第６位 

２回戦惜敗 ２回戦惜敗 

  ２回戦惜敗 ２回戦惜敗 

男子バレーボール部 ベスト１６ 

 女子卓球部 団体 １回戦惜敗 

個人戦シングルス ２回戦惜敗  １回戦惜敗 

       個人戦ダブルス ２回戦惜敗 

男子卓球部 個人戦シングルス  ２回戦惜敗 

男子ソフトテニス部 団体 １回戦惜敗 

個人戦 １回戦惜敗 

女子ソフトテニス部 個人戦 １回戦惜敗 

陸上部 １年１００ｍ 予選惜敗 １５００ｍ  予選惜敗 

      砲丸投  予選惜敗 

水泳 男子個人メドレー４００ｍ  予選惜敗 

 

◇学校総合体育大会 関東大会 

 バドミントン部 女子団体 第２位→全国大会へ  男子団体 第３位→全国大会へ 

          男子ダブルス  第３位→全国大会へ 

◇学校総合体育大会 全国大会 

 バドミントン部 女子団体 １回戦惜敗 男子団体 １回戦惜敗 

          男子ダブルス  １回戦惜敗 

◇第６６回埼玉県合唱コンクール   音楽部 金賞→関東大会へ 

生徒の活躍の記録（８月２９日現在） 



☆ ９月と１０月の主な行事予定 ☆   完全下校時刻 ９月１８：００ １０月前半１７：３０ 

日 曜 ９月の行事 日 曜 １０月の行事 

1 金 給食開始 金②～⑥ 第２回避難訓練 1 日  

2 土  2 月  

3 日  3 火 専門委員会 

4 月 東部地区学力検査 専門委員会 4 水  

5 火 英語スピーチコンテスト 5 木 生徒朝会 ⑤⑥生徒会役員選挙 

6 水  6 金  

7 木 生徒朝会 第１回学校保健委員会 7 土           諸活動停止 

8 金  8 日  

9 土  9 月 スポーツの日 

10 日  10 火  

11 月 ５時間授業 一斉下校 11 水  

12 火 新人（バド） 12 木 第３回評価テスト 

13 水  13 金  

14 木  14 土  

15 金 新人（バド） 15 日  

16 土  16 月  

17 日  17 火 市内駅伝大会 

18 月 敬老の日 18 水  

19 火 新人戦集中日（給食なし） 19 木 表彰朝会 

20 水     〃 20 金  

21 木  21 土  

22 金 新人（男女バスケ・陸上） 22 日  

23 土 秋分の日 23 月 専門委員会 市内駅伝（予備日） 

24 日  24 火 合唱祭前日準備 水曜日準備 

25 月 後期教育実習開始 25 水 合唱祭 

26 火  26 木 ３年・特支進路相談 

27 水  27 金     〃 

28 木 ⑤文化部発表会 28 土 全校授業参観 PTAバザー 火⑤⑥金⑤ 

29 金  29 日  

30 土 代表決定戦 30 月 振替休日 

   31 火 ３年・特支進路相談 

※８月２９日（火）現在の予定です。変更の場合は、学校からの通知文、配信メール、学校ホー

ムページ等でお知らせします。 



【第１回学校運営協議会】 

 ７月１１日（火）に第１回学校運営協議

会が開催されました。授業視察、１学期の

学校経営・運営の総括及び今後の改善方法

等の意見交換を行いました。武里中に対し

貴重なご助言をいただきました。 

【非行防止・薬物乱用防止教室】 

７月６日（木）に非行防止・薬物乱用防

止教室」が開催されました。警察 OB 薬物

捜査官の方を講師でお招きして、ご講演を

いただきました。薬物を乱用することの怖

さを大いに啓発する機会となりました。 

 

【少年の主張埼玉県大会】 

8 月２０日（日）に、さいたま市共済会館大ホールにて、少年の主張埼玉県 

大会が開催されました。中学生の部には、県内から１万９千点の応募があり、 

県内５名の生徒が選ばれ、発表しました。その中に、本校２年生 

が春日部市代表として選出されています。少年の主張の題名は、「私の夢ができ

るまで」です。大ホールの中で、自分の主張を堂々 

と発表できました。 

 最終的には、優良賞（青少年育成埼玉県民会議会長 

賞）と特別賞（Next Action 埼玉りそな銀行特別賞） 

を受賞しました。会場の皆様にも気持ちが伝わったこ 

とと思います。自分の考えを堂々と言える機会を経て 

 一回り成長した姿を見せてくれることを期待します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

令和５年度学校給食調理コンクール【地産地消献立部門】 

   埼玉県学校給食センター研究協議会会長賞 

春日部市学校栄養士研究会チーム 

 本校の矢田ヶ谷栄養技師も所属している春日部市学校栄養士研究会チームが栄誉ある

賞に輝きました。２学期以降も。安心でおいしい給食を提供していきます。表彰は、１１

月７日（火）「彩の国学校給食研究大会」にて行われます。 

「令和５年度母子及び父子並びに寡婦福祉資金貸付制度の御案内」のパンフレットが本校に

送付されてきました。必要な方は担任を通じて本校まで問合せください。 

 


